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武蔵野美術大学と熊本県天草市が連携協力に関する協定を締結、協定式を実施しました。  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武 蔵 野美 術 大学（ 所 在地：東 京都 小平 市 /学長：長 澤忠徳  以下 本 学 ）と 熊 本県 天草 市（ 市長：馬 場昭

治 ）は 、連携 協力 に 関す る協 定 を締 結 、9 月 17 日（ 土 ）天 草 市役 所 内に おい て 、協 定 式を 実施 し まし た。  

 今 後は 、連 携協 力 に関 する 協 定書 に基 づ き、美 術・デザ イ ン の プ ロセ スを 通 じて、地 域に おけ る 社会 価

値 創 出 及 び 新 た な 価 値創 造 を 行 う 人 材 の育 成 お よ び 産業 の 育 成 を 通 じ て 地 域活 性 に 寄 与 す る こと を 目 的

と し て、 連 携し ます 。  

 

連 携 事項  

（ １ ）地 域 にお ける 本 質的 な課 題 発見 と解 決 のた めの連 携  

（ ２ ）社 会 人の 創造 性 を育 成す る ため の連 携  

（ ３ ）公 民 連携 によ る 地域 づく り 、地 域活 性 化の ための 連 携  

（ ４ ）観 光 ・地 域産 業 振興 のた め の連 携  

（ ５ ）文 化 ・芸 術に 関 する 連携  

（ ６ ）そ の 他両 者が 協 議し て必 要 と認 める 連 携  

 

  



 

 

武 蔵 野美 術 大学 ・長 澤 学長 コメ ン ト  

ク リ エイ テ ィブ であ る こと を標 榜 する 大学 は 、自 ら の在 り 方に つ いて もク リ エイ テ

ィ ブ であ る べき だと 固 く信 じ 、全国 の様 々 な地 域と 連携 を 進め て おり ます 。我 々も 試

行 錯 誤の 中 です が、受け 入れ て いた だい た 馬場 市長 、そ し て学 生 を見 守っ て くだ さる

皆 様 に御 礼 を申 し上 げ ます 。  

 

 

天 草 市・ 馬 場市 長コ メ ント  

武 蔵 野 美 術 大 学 と の 連 携 協 定 と い う 形 で 様 々 な 社 会 課 題 や 天 草 の 課 題 に 学 生 と と

も に 取り 組 み、天 草 市の 未来 を 変え てい き たい と思 いま す。若 い人 たち の エネ ルギ ー

や 思 いで 地 方か ら日 本 全体 を盛 り 上げ てい く 素晴 らしい 取 組み の もと 、天草 市を 日 本

中 に 、そ し て世 界中 に 発信 して い ける よう 共 に頑 張って い きた い と思 いま す 。  

 

 

あ わ せて 、令 和４ 年度 本 渡港 周辺 環 境整 備事 業 に関 して 、本 学ソ ー シャ ルク リ エイ ティ ブ 研究 所（ 所 長：

若 杉 浩一  以下 、RCSC）が プロ ジェ ク トマ ネジ メ ントを 受 託し ま した 。本事 業に お いて 、本 学 が持 つ教 育

資 産 を活 用 し、本 渡 港周 辺 の 整備 事 業へ の助 言 提案、市 民 向け 講 座の 企画・実 施、学 生 が主 体と な って 活

動 す る産 官 学プ ロジ ェ クト を通 じ て の フィ ー ルド リサー チ 等を 通 じて 、創 造 的思 考力 を 用い た新 た な時 代

の 産 業育 成 、人 材育 成 に取 り組 み ます 。  

 

 

ソ ー シャ ル クリ エイ テ ィブ 研究 所 とは  

2019 年 、本学 とし て は 20 年ぶ り の新 設学 科 とな るクリ エ イテ ィ ブイ ノベ ー ショ ン学 科（以 下 CI 学 科）

を 設 立し ま した 。 CI 学科 は 、本 学が 培 った 造形 教 育資産 を 活用 し 、社 会課 題 の発 見お よ び解 決を 通 して 、

こ れ から の 時代 の新 た な価 値創 造 を行 う人 材 の育 成を目 的 とし て いま す。同 時に 、社 会 問題 の解 決 や新 た

な 人 類価 値 の創 出を 目 的と し、 ソ ーシ ャル ク リエ イティ ブ 研究 所 （RCSC）を 設 立し まし た 。  

本 研 究所 で は、激し い環 境 の変 化や 未 来が 予測 し づらい 現 代が 抱 える 課題 を、企 業、地域 、行 政、教育

の 壁 を越 え 、領 域横 断 的に 取り 組 み、 ビジ ョ ンと プロト タ イプ を 研究 提案 し てい きま す 。  

 

＜ 本 件に 関 する お問 い 合わ せ先 ＞  

武 蔵 野美 術 大学  ソ ー シャ ルク リ エイ ティ ブ 研究 所  

rcsc_info@musabi.ac.jp 

 


